
1 

 

令和６年度第１回赤平市総合教育会議議事録 

▼日時：令和６年１２月２６日（木）午後３時２０分〜午後３時４５分 

▼会場：赤平市役所庁議室 

▼出席者 

 （構成員） 

市  長      畠 山   渉 

教育委員      髙 澤   司 

教育委員      瓜   郁 夫 

教育委員      坪 谷 嗣 香 

教育委員      三 浦 悠 輔 

教 育 長      高 橋 雅 明 

（事務局） 

総務課長      櫻 庭 敏 夫 

（企画課） 

総合企画担当主幹  入 澤 克 司 

（教育委員会） 

学校教育課長    伊 藤 彰 浩 

学校教育係係長   吉 田 あい莉 

社会教育課長    梶   哲 也 

▼内容 

○ 総務課長 

  本日は、お忙しいところお集まりいただき誠にありがとうございます。 

  只今から、令和６年度第１回赤平市総合教育会議を開催させていただきます。 

  次第にしたがいまして、市長よりご挨拶を申し上げます。 

 

１ 市長挨拶 

   本日は、年末の何かとご多用のところ、前段に行われました教育委員会に引き

続き、総合教育会議にご出席をいただき、誠にありがとうございます。教育長を

はじめ、各教育委員の皆様におかれましては、新制度に基づいた適切な運営によ

り、本市の教育行政に対し深いご理解とご協力をいただいておりますことに心か

ら敬意と感謝を申し上げる次第でございます。 

   さて、昨年度の総合教育会議では、第６次赤平市総合計画及び赤平市しごと・

ひと・まち創生総合戦略の教育関係事業につきましてご協議いただき、それぞれ

計画に基づき取り組んできたところでございます。 

本日の議題でございますが、「令和７年度実施予定の総合計画及び総合戦略の

教育関係事業について」、「令和７年度教育行政施策について」の２点について、

ご協議いただきたいと思います。 

なお、現在、企画課を中心に来年度から始まる第６次赤平市総合計画の後期実

施計画及び第３期総合戦略の策定作業中でございますが、より一層、学校教育、

社会教育等の充実に向け取り組んでまいりたいと考えておりますので、教育委員
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の皆様からの忌憚のないご意見をいただければと思います。 

   最後になりますが、教育行政の推進に対し、今後とも皆様のお力添えをいただ

きますようお願い申し上げまして、総合教育会議の開催にあたり、一言、冒頭の

ご挨拶とさせていただきます。本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

○ 総務課長 

   ありがとうございました。 

   それでは、早速会議次第によりまして議事に入りたいと思います。 

議事の進行につきましては、赤平市総合教育会議の運営に関する要綱第４条第

１項の規定により、市長が議長となり、進めさせていただきます。 

 

２ 議題 

 ⑴ 令和７年度実施予定の総合計画（総合戦略）事業について 

○ 市長 

   それでは、早速、議題に入りたいと思います。 

議題の 1点目、令和７年度実施予定の総合計画（総合戦略）事業についてでご

ざいます。 

学校教育課長の方から説明をお願いいたします。 

 

○ 学校教育課（伊藤課長） 

   市長が提案する協議事項としまして、令和７年度実施予定の総合計画（総合戦

略）について、説明をさせていただきます。 

   別紙資料１をご覧願います。 

① 人材育成・定住促進奨学金制度についてです。事業の概要及び事業の進捗   

状況につきましては資料に記載のとおりであり、償還開始者に占める免除者の  

割合は、ほぼ横這い傾向にあります。令和７年度につきましては、令和６年度と

同様に実施する予定であります。 

   ②高等学校等通学費等支援事業についてです。事業の概要及び事業の進捗状況

につきましては資料に記載のとおりであり、昨年４月より月額７千円を１万円に

増額したところですが、令和６年度の支給の状況は、四半期の二期目分まで支給

を終えており、来週３０日に三期目分が支給される予定でございまして、本年１

２月支給人数は１５１人となっております。令和７年度につきましては、令和６

年度と同様に実施する予定であります。 

   ③公設塾の開設についてです。事業の概要及び事業の進捗状況につきましては

資料に記載のとおりであり、令和６年度の中学生の公設学習塾登録生徒数は４４

人と年々増加傾向になっております。令和７年度につきましては、令和６年度と

同様に実施する予定であります。 

   ④学校ＩＣＴ環境整備事業についてです。事業の概要及び事業の進捗状況につ

きましては資料に記載のとおりであり、児童生徒１人１台端末の利用が５年目を

迎え、授業での日常的な活用、教師用ｉＰａｄの配備、休業期間中及び出席停止



3 

 

児童の家庭への持ち帰りによるオンライン学習などを進めております。令和６年

度につきましては、ＡI 型ドリル教材使用料として２，７８２千円、フィルタリ

ングソフト使用料として６５６千円を予算計上する予定であります。なお、今回

の提案事業全体についてですが、今後の予算協議において事業費などが変更にな

る可能性がありますのでご了承願います。 

   以上で、令和７年度実施予定の総合計画(総合戦略)事業についての説明を終わ

りますので、よろしくご協議をお願いいたします。 

 

  ○ 市長 

   ただ今、令和７年度に実施予定の総合計画(総合戦略)事業についてご説明申し

上げましたけれども、これにつきまして協議いただければと思います。 

ご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 

○ 坪谷委員 

私にも事業に該当する子どもがおり、非常に助かっています。 

 

 〇 市長 

   高等学校の通学費支援金ですけれども、市内に高校が無くなって近隣の高校に

通わざるを得ないということがありまして、最初は月額５千円でした。皆様方や

各地域の親御様から、５千円でも助かるが実際にはもう少しかかっているとのお

話があり１万円に増額しましたが、それでも平岸や茂尻から滝川への通学だと、

もう少しかかっていると思います。 

 

〇 坪谷委員 

 バス代がすごく上がりました。それでも助かっている人が多いと思います。 

 

○ 市長 

   他に、何かご意見等はございませんか。 

もし、無いようであれば、いただきましたご意見を踏まえて、令和７年度の事

業に取り組んでまいりたいと思いますが、よろしいですか。 

（委員さんの頷いた感じを確認し） 

それでは、説明のとおり進めさせていただきたいと思います。 

 

⑵ 令和７年度教育行政施策について（新規・拡充） 

  次に、議題の２点目、令和７年度教育行政施策についてでございます。教育長

から、説明をお願いいたします。 

 

○ 教育長 

    教育委員会が提案する協議事項としまして、別紙資料２「令和７年度教育行政 

  施策について（拡充）」に記載の１項目を予定しております。 
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「学びの充実・保障」に係る「学級減及び教職員業務の負担軽減に対応する教

諭・支援員等会計年度任用職員を雇用する費用」についてです。予算は総務課所

管の職員給与費になります。現在、市教委では学校職員の働き方改革を推進して

おります。学校教育は学習指導のみならず、生徒指導や保護者対応など、学校が

抱える課題は、より複雑化・困難化している状況にあります。このような中、文

部科学省の教員勤務実態調査の集計において、看過できない教員の長時間勤務実

態が明らかとなりました。赤平市の小・中学校においても同様の傾向となってお

り、早急な対応が必要と判断したところであります。 

現在、小・中学校長と課題等を整理・共有しながら、市費教諭や支援員など、

配置等につきまして、何が一番学校現場として教職員の業務負担軽減に繋がるの

か、検討をしているところであります。 

学校職員の働き方改革を進めている中、学校現場のサポートをするべく、学校

事情に合わせた市費教諭・支援員等の人員確保する費用をお願いいたしたく、ご

提案申し上げますのでご協議をいただければと思います。 

 

 ○ 市長 

   ただ今、令和７年度の教育行政施策について、拡充の部分でありますけれども、

教育長から説明がございました。これにつきまして、協議いただければと思いま

す。 

   ご意見、ご質問等ございますでしょうか。 

 

 ○ 坪谷委員 

学校訪問に行った際、特に小学校なのですが、普通学級だけではなく支援学級

を見ても、先生たちが本当にきめ細やかな対応をされていました。それを見させ

ていただいたときに、こんなに大変なんだと思ったのが正直な感想です。少しで

も手助けできることがあれば理想的だと思いました。先生たちも体調不良等で休

まなければならないときがあると思うんです。そういうときに、みんなでチーム

としてカバーしていることがすごくよく分かりました。素晴らしいと思い、応援

できたら良いと思っています。 

 

 〇 市長 

   支援学級の先生方も、一生懸命仕事をされていると思います。 

 

 〇 坪谷委員 

   今は、普通学級でも困り感のある子が結構多いです。そこにも支援員が入って

あげないといけないという現実があると思いますので、支援学級だけでなく、普

通学級の、特に低学年には、支援員が絶対必要だと思います。 
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〇 瓜委員 

困り感のある子どもを担任の先生一人に任せるのではなく、学校全体で取り組

んでいる姿勢が見られ、これは心強いと思いました。 

 

 〇 坪谷委員 

   子どもたちに対応するのもそうですが、保護者対応にもかなり苦労をされてい

るので、先生たちはよくやっていると思います。現場を見ると、なり手が少ない

のも分かる気がします。本当に大変な仕事だと思います。 

 

〇 髙澤委員 

   赤平市に手厚くやっていただいているので、子どもたちの学力向上に期待して

います。中学校の授業を見ても、こんなにありがたい授業をしてもらっていると

思いました。先生方もよく勉強されて、今の子どもたち、ニーズに合った授業を

していただいていて、すごく分かりやすく、赤平の子どもたちは本当に恵まれた

環境で授業を受けられていると思います。 

一時期、子どもたちの学習レベルが低下し、教育委員として困惑しましたが、

先生方がいろいろな工夫やご苦労をされて引っ張り上げていただいているので、

非常に良くなってきた、変わってきたと実感しています。保護者対応が非常に大

変だと思います。支援員の配置など、先生たちを応援できることがあれば、是非

対応していただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 〇 瓜委員 

   数年前に低学年の授業見学をしましたが、授業に集中できない子どもが多く、

このまま育っていったらどうなるのだろうと思って心配していました。その子た

ちが進級し、改めて授業を見学しましたが、授業態度が非常に立派になっていま

した。先生たちの努力だと思います。先生方をほめていただきたいと思います。 

 

 ○ 市長 

    率直なご意見をいただきありがとうございました。 

    ほかに、何かご意見等はございませんか。 

もし、無いようであれば、いただきましたご意見を踏まえて、令和７年度の事

業に取り組んでまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 

⑶ その他 

○ 市長 

 次に、（３）のその他についてでございますが、本日、協議いただいた以外の 

ことで、何かご意見等はございませんか。 

 もし、無いようであれば、以上で議題の協議を終了したいと思います。ありが

とうございました。 
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３ 諸連絡・閉会 

○ 総務課長 

 議事進行ありがとうございました。 

    次第の３諸連絡・閉会でありますが、次回の会議の開催につきまして、 

   ご連絡いたします。 

 児童、生徒等の生命又は身体に現に被害が生じるなど、緊急の場合には必要 

に応じて会議を招集させていただきますが、通常の場合でありますと新年度に入

ってからの開催を予定しております。その場合は、改めてご案内をさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

    以上をもちまして、令和６年度第１回赤平市総合教育会議を閉会と 

   いたします。本日は、ご協議ありがとうございました。 


